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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第41期第２四半期
連結累計期間

第42期第２四半期
連結累計期間

第41期

会計期間
自 平成23年９月１日
至 平成24年２月29日

自 平成24年９月１日
至 平成25年２月28日

自 平成23年９月１日
至 平成24年８月31日

売上高 (百万円) 39,114 38,546 78,014

経常利益 (百万円) 898 535 2,059

四半期（当期）純利益 (百万円) 620 48 884

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 615 67 871

純資産額 (百万円) 26,245 26,299 26,397

総資産額 (百万円) 51,785 48,488 50,547

１株当たり四半期（当期）純利益 (円) 30.77 2.37 43.29

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 50.4 54.0 52.0

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 1,793 1,034 4,784

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 38 △542 235

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 140 △1,653 △2,139

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
(百万円) 10,396 10,143 11,305

　

回次
第41期第２四半期
連結会計期間

第42期第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成23年12月１日
至　平成24年２月29日

自　平成24年12月１日
至　平成25年２月28日

１株当たり四半期純利益 (円) 22.05 15.00

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第２四半期連結累計期間（平成24年９月１日から平成25年２月28日まで）におけるわが国経済は、欧州財政危機

の長期化やアジア経済の成長鈍化に端を発した世界経済の減速や円高継続による輸出不振などが懸念材料となって

おりましたが、12月の政権交代以降は、金融緩和政策に対する期待などにより急速な円安が進み、株価も急上昇するな

ど、消費者や企業のマインドも確実に改善傾向を示し、景気回復の期待感が高まる状況下で推移いたしました。

　このような状況の中で、当社グループは「飲食事業での収益力の安定基盤づくり」を最重要経営課題として認識し、

昼営業の強化、旬・鮮度などにこだわった食材やイベント企画の充実、「Ｑ.Ｓ.Ｃ（クオリティ、サービス、クレンリ

ネス）」のレベルアップ、「お客様満足度の向上」に向けた社員教育の強化・徹底など、既存店対策を中心に様々な

施策に取り組みました。

　一方、店舗展開においては、当社グループで新規出店を５店舗、店舗改装（業態転換を含む）を４店舗、店舗閉鎖を５

店舗で行いました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同期に比べ1.5%減少の38,546百万円となりました。

　セグメント別では、飲食事業につきましては、当社グループの既存店売上高が対前年比97.8%と減少したことが影響

し、売上高は前年同期に比べ2.3％減少の33,502百万円となりました。

　卸売事業につきましては、鮮魚卸売子会社のグループ外部取引先への売上が増加したこと等により、売上高は前年同

期に比べ10.5％増加の1,894百万円となりました。

　不動産事業につきましては、賃借店舗物件の転貸が増加したこと等により、売上高は前年同期に比べ5.0％増加の478

百万円となりました。

　フランチャイズ事業につきましては、フランチャイズ店舗数が減少したこと等により、売上高は前年同期に比べ

5.3％減少の191百万円となりました。

　その他事業につきましては、物流子会社が行うグループ外部取引先への配送業務が増加したこと等により、売上高は

前年同期に比べ1.8％増加の2,480百万円となりました。

　一方、利益面につきましては、売上高減少により売上総利益が減少したことが大きく影響し、営業利益は594百万円

（前年同期比41.4％減）、経常利益は535百万円（同40.3％減）となりました。

　また、繰延税金資産の取崩しによる法人税等調整額の増加要因も加わったため、四半期純利益は48百万円（同92.1％

減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

 （資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は14,345百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,264百万円減少

となりました。これは、現金及び預金が1,117百万円減少したこと等によるものであります。

　また、固定資産は34,143百万円となり、前連結会計年度末に比べて794百万円減少となりました。これは、減価償却が

進んだこと等により有形固定資産残高が559百万円減少したこと等によるものであります。

 （負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債は11,839百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,454百万円減少

となりました。これは、短期借入金や１年内返済予定の長期借入金が482百万円減少したこと及び未払金が251百万円

減少したこと等によるものであります。

　また、固定負債は10,349百万円となり、前連結会計年度末に比べて505百万円減少となりました。これは、長期借入金

が419百万円減少したこと等によるものであります。

 （純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は26,299百万円となり、前連結会計年度末に比べて98百万円減少とな

りました。これは、配当金の支払い等により利益剰余金が116百万円減少したこと等によるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ1,161百万円減少の10,143百

万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況については、以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、1,034百万円の資金収入（前年同期は1,793百万円の資金収入）となりまし

た。収入の主な内訳は減価償却費1,130百万円等であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、542百万円の資金支出（前年同期は38百万円の資金収入）となりました。こ

れは主に、有形固定資産の取得による支出521百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、1,653百万円の資金支出（前年同期は140百万円の資金収入）となりました。

これは主に、長期借入金の返済による支出1,111百万円及び社債の償還による支出587百万円等によるものでありま

す。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。

　

(5) 研究開発活動

　特記すべき事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社大庄(E03223)

四半期報告書

 5/23



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年４月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,198,962　 21,198,962　
東京証券取引所

（市場第一部）

株主としての権利内容に制

限のない、標準となる株式

単元株式数　100株

計 21,198,962　 21,198,962　 ― ―

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成24年12月１日～

平成25年２月28日
― 21,198,962 ― 8,626 ― 9,908
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（６）【大株主の状況】

　 平成25年２月28日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社宇宙 東京都大田区大森北四丁目４番12－503号 5,514 26.01

サントリービア＆スピリッツ株式

会社
東京都港区台場二丁目３番３号 2,843 13.41

平　辰 東京都大田区 1,007 4.75

アサヒビール株式会社 東京都墨田区吾妻橋一丁目23番１号 967 4.56

大庄従業員持株会 東京都品川区南大井六丁目28番12号 629 2.97

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 585 2.76

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 429 2.03

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 420 1.98

大庄取引先持株会 東京都品川区南大井六丁目28番12号 314 1.48

麒麟麦酒株式会社 東京都中央区新川二丁目10番１号 229 1.08

計 ― 12,940 61.04

（注）　上記のほか、当社所有の自己株式513千株(2.42％)があります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成25年２月28日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　　513,000
―

株主としての権利内容に制

限のない、標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 　　20,678,900 206,789 同上

単元未満株式 普通株式　　　　　7,062 ― 同上

発行済株式総数 21,198,962 ― ―

総株主の議決権 ― 206,789 ―

（注）　　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が31,300株（議決権313個）

含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成25年２月28日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社　大庄

東京都大田区大森北

一丁目22番１号
513,000 － 513,000 2.42

計 ― 513,000 － 513,000 2.42
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社大庄(E03223)

四半期報告書

 9/23



第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年12月１日から平成

25年２月28日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年９月１日から平成25年２月28日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,339 10,221

売掛金 2,410 2,261

商品及び製品 444 461

仕掛品 0 0

原材料及び貯蔵品 184 191

繰延税金資産 554 572

その他 957 935

貸倒引当金 △281 △298

流動資産合計 15,609 14,345

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,527 7,913

機械装置及び運搬具（純額） 285 310

工具、器具及び備品（純額） 748 730

土地 9,256 9,256

リース資産（純額） 1,451 1,479

建設仮勘定 18 37

有形固定資産合計 20,288 19,728

無形固定資産

借地権 913 913

リース資産 27 20

その他 174 169

無形固定資産合計 1,114 1,102

投資その他の資産

投資有価証券 167 193

出資金 6 6

長期貸付金 49 40

差入保証金 7,447 7,378

敷金 4,396 4,373

繰延税金資産 1,266 1,123

その他 414 409

貸倒引当金 △215 △213

投資その他の資産合計 13,534 13,312

固定資産合計 34,937 34,143

資産合計 50,547 48,488
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,414 2,115

短期借入金 3,265 2,975

1年内返済予定の長期借入金 2,004 1,811

1年内償還予定の社債 675 460

リース債務 543 596

未払金 2,729 2,477

未払法人税等 345 258

未払消費税等 368 215

賞与引当金 234 226

株主優待引当金 95 93

店舗閉鎖損失引当金 29 23

訴訟損失引当金 78 78

資産除去債務 16 0

その他 494 507

流動負債合計 13,294 11,839

固定負債

社債 3,732 3,660

長期借入金 2,618 2,199

リース債務 1,067 995

退職給付引当金 1,219 1,244

役員退職慰労引当金 504 528

受入保証金 555 554

資産除去債務 1,143 1,159

その他 12 6

固定負債合計 10,855 10,349

負債合計 24,149 22,189

純資産の部

株主資本

資本金 8,626 8,626

資本剰余金 9,908 9,908

利益剰余金 8,704 8,587

自己株式 △602 △602

株主資本合計 26,636 26,519

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 61 77

土地再評価差額金 △436 △436

その他の包括利益累計額合計 △375 △359

少数株主持分 136 138

純資産合計 26,397 26,299

負債純資産合計 50,547 48,488
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年９月１日
　至　平成24年２月29日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年９月１日
　至　平成25年２月28日)

売上高 39,114 38,546

売上原価 13,825 13,994

売上総利益 25,289 24,552

販売費及び一般管理費 ※1
 24,274

※1
 23,957

営業利益 1,014 594

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 2 3

その他 49 44

営業外収益合計 52 48

営業外費用

支払利息 87 70

貸倒引当金繰入額 2 0

その他 78 36

営業外費用合計 169 106

経常利益 898 535

特別利益

固定資産売却益 5 －

受取補償金 108 －

特別利益合計 114 －

特別損失

固定資産売却損 4 7

固定資産除却損 72 44

店舗関係整理損 38 8

減損損失 202 136

店舗閉鎖損失引当金繰入額 － 2

特別損失合計 317 199

税金等調整前四半期純利益 694 336

法人税、住民税及び事業税 150 169

法人税等調整額 △62 115

法人税等合計 87 284

少数株主損益調整前四半期純利益 606 51

少数株主利益又は少数株主損失（△） △13 2

四半期純利益 620 48
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年９月１日
　至　平成24年２月29日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年９月１日
　至　平成25年２月28日)

少数株主損益調整前四半期純利益 606 51

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 9 16

その他の包括利益合計 9 16

四半期包括利益 615 67

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 629 65

少数株主に係る四半期包括利益 △13 2
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年９月１日
　至　平成24年２月29日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年９月１日
　至　平成25年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 694 336

減価償却費 1,305 1,130

減損損失 202 136

受取利息及び受取配当金 △2 △3

支払利息 87 70

固定資産除却損 72 44

有形固定資産売却損益（△は益） △0 7

売上債権の増減額（△は増加） △17 149

たな卸資産の増減額（△は増加） △5 △23

仕入債務の増減額（△は減少） △292 △299

未払消費税等の増減額（△は減少） 104 △152

その他 △128 △53

小計 2,019 1,343

利息及び配当金の受取額 3 3

利息の支払額 △87 △71

法人税等の支払額 △159 △248

法人税等の還付額 16 7

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,793 1,034

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △503 △521

貸付けによる支出 △4 △0

敷金及び保証金の差入による支出 △3 △6

敷金及び保証金の回収による収入 745 56

その他 △194 △69

投資活動によるキャッシュ・フロー 38 △542

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 20 △290

長期借入れによる収入 580 500

長期借入金の返済による支出 △1,235 △1,111

社債の発行による収入 591 295

社債の償還による支出 △27 △587

自己株式の処分による収入 605 －

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △121 △165

少数株主への配当金の支払額 △0 △0

リース債務の返済による支出 △270 △292

財務活動によるキャッシュ・フロー 140 △1,653

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,971 △1,161

現金及び現金同等物の期首残高 8,425 11,305

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 10,396

※1
 10,143
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年９月１日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる当第２四半期連結累計期間の損益への影響は軽微であります。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

記載すべき事項はありません。

　

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費

主な費目の内訳

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年９月１日
至  平成24年２月29日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年９月１日
至  平成25年２月28日）

貸倒引当金繰入額 36百万円 18百万円

従業員給料手当 11,225 11,020

賞与引当金繰入額 116 122

退職給付費用 84 84

役員退職慰労引当金繰入額 17 26

減価償却費 1,296 1,117

水道光熱費 1,895 2,002

地代家賃 3,920 3,848

株主優待引当金繰入額 58 60

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年９月１日
至  平成24年２月29日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年９月１日
至  平成25年２月28日）

現金及び預金 10,444百万円 10,221百万円

預入期間が３か月超の定期預金等 △47 △77

現金及び現金同等物 10,396 10,143
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年９月１日　至　平成24年２月29日）

１　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月25日

定時株主総会
普通株式 120 6.00平成23年８月31日平成23年11月28日利益剰余金

　

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年４月12日

取締役会
普通株式 103 5.00平成24年２月29日平成24年５月21日利益剰余金

　

２　株主資本の著しい変動に関する事項

　当社は、平成24年２月７日を払込期日とする第三者割当による自己株式の処分をアサヒビール株式会社との

間で実施いたしました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間において利益剰余金が97百万円減少するとともに、自己株式が702百万

円減少し、当第２四半期連結会計期間末において利益剰余金が8,543百万円、自己株式が602百万円となり、株主

資本合計は26,476百万円となっております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年９月１日　至　平成25年２月28日）

１　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月27日

定時株主総会
普通株式 165 8.00平成24年８月31日平成24年11月28日利益剰余金

　

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年４月12日

取締役会
普通株式 124 6.00平成25年２月28日平成25年５月20日利益剰余金

　

２　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年９月１日　至　平成24年２月29日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

　

報告セグメント

その他

（注）１　
合計

調整額

（注）２　

四半期連

結損益計

算書計上

額

（注）３　

飲食事業 卸売事業
不動産事

業

フラン

チャイズ

事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 34,3061,714 455 20236,6782,43639,114 － 39,114

　セグメント間の内部売

上高又は振替高
7 5,802 261 － 6,070 535 6,606△6,606 －

計 34,3137,517 716 20242,7492,97145,721△6,60639,114

セグメント利益 1,486 358 121 160 2,127 19 2,146△1,1321,014

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送事業、飲料水の製造・販売事業

等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,132百万円には、セグメント間の取引消去5百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△1,137百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「飲食事業」セグメントにおいて、店舗資産の減損損失を計上をしております。なお、当該減損損失の計

上額は、当第２四半期連結累計期間において152百万円であります。

「不動産事業」セグメントにおいて、所有不動産の減損損失を計上をしております。なお、当該減損損失

の計上額は、当第２四半期連結累計期間において46百万円であります。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年９月１日　至　平成25年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

　

報告セグメント

その他

（注）１　
合計

調整額

（注）２　

四半期連

結損益計

算書計上

額

（注）３　

飲食事業 卸売事業
不動産事

業

フラン

チャイズ

事業

計

売上高　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 33,5021,894 478 19136,0662,48038,546 － 38,546

　セグメント間の内部売

上高又は振替高
13 5,589 299 － 5,902 517 6,420△6,420 －

計　 33,5157,484 777 19141,9682,99844,967△6,42038,546

セグメント利益 990 400 146 147 1,684 19 1,703△1,109 594

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送事業、飲料水の製造・販売事業

等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,109百万円には、セグメント間の取引消去2百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△1,111百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「飲食事業」セグメントにおいて、店舗資産の減損損失を計上をしております。なお、当該減損損失の計

上額は、当第２四半期連結累計期間において136百万円であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成24年２月29日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年９月１日
至　平成25年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額 30円77銭 2円37銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（百万円） 620 48

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 620 48

普通株式の期中平均株式数（千株） 20,160 20,684

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

(1) 中間配当について

　第42期（平成24年９月１日から平成25年２月28日まで）中間配当については、平成25年４月12日開催の取締役会

において、平成25年２月28日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこと

を決議いたしました。

①　配当の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 124百万円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　 6円00銭

③　支払請求権の効力発生日および支払開始日　　平成25年５月20日

　

(2) 訴訟

　当社及び当社役員４名は、当社元従業員が平成19年８月に自宅で心臓突然死により死亡したことに関し、遺族よ

り、損害賠償金100百万円と遅延損害金の支払いを求める訴訟を提起され、平成22年５月に京都地方裁判所より、損

害賠償金78百万円及び遅延損害金の支払いを命ずる判決が下され、また、平成23年５月に大阪高等裁判所より、当社

らの控訴を棄却する判決が下されました。

　当社としては、大阪高等裁判所の判決において示された安全配慮義務違反、業務の起因性並びに役員の責任に関す

る証拠採用、及び法律の解釈は適正なものとは考えられず、平成23年６月８日付で最高裁判所に上告及び上告受理

申し立てをしております。

　

EDINET提出書類

株式会社大庄(E03223)

四半期報告書

21/23



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成25年４月12日
株式会社　　大　　　　　庄
取　締　役　会　　御　中

　

新日本有限責任監査法人
　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 日高　真理子　　　印

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 中村　裕輔　　　　印

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社大庄の平成24年９月１日から平成25年８月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（平成24年12月１日から平成25年２月28日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年９月１日から

平成25年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益

計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠し

て四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表

示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及

び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して

実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国

において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて

限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大庄及び連結子会社の平成

25年２月28日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上
　
（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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